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202３年基本要求支部代交渉報告（その２）
今すぐにできることを対応してこそ当事者目線の障害福祉実現ですよね
当事者の立場に立った障害者施策の整備を！会計年度任用職員の業務は一つ一つ精査すべき
自治労県職労は１月13日、2023年基本要求支部代交渉を行いました。今回は前号に引き続き、現場代表の発言を要求項目ごとに分けて紹介します。また、組合員から投稿がありましたので、併せて紹介させていただきます。
◇会計年度任用職員制度等について：
☆神奈川労働センターで労働相談の業務に従事しており、昨年、再任用での雇用が終了したが、所属の意向で引き続き２分の１会計年度任用職員で勤務している。
当局はこの間の交渉で「会計年度任用職員の業務は「定型的・補助的業務」であると繰り返し回答しているが、自分が行っている労働相談業務は労働関係法令の専門知識を必要とするだけではなく、労使紛争の解決援助の役割も担っている。相談者の業種が違えば対応も全く別のものになるし、たとえ同業種であったとしても、相談者ごとに内容は千差万別だ。かなりの経験とスキルがないとこなせず、どう考えても「定型的・補助的業務」とは言えないはずだ。他部局の業務でも同様な事例が存在することは明らかであり、それぞれの業務内容に即した処遇が
なされるべきだ。
☆当局の会計年度任用職員の考え方はあまりに硬直
的だ。一つ一つの業務を精査し、適正な処遇を図るべきである。

◇ノーマライゼーションの推進について：
☆視覚障害を持つ職員への情報の点字化についてだが、人事評価結果の開示は未だに点訳されていない。現状は管理職から口頭で説明を受けているが、自らの評価について知ることは、今後の職務を行うためにも非常に重要な機会だと思っている。それほど手間のかかる作業とは考えられないので、給与明細や辞令等と同様に点字化をしていただき、自分の評価がしっかり確認できる体制を作ってもらいたい。
☆文書システムや人事給与システムなどの当初導入時には、障害当事者とこまめなやり取りをしていただき、ある程度使い勝手の良いものになっていた。しかしながら、人給システムの更新時や使用方法の変更があった時などに十分な情報をいただけないことがあるので、細やかな配慮をお願いしたい。
☆今回の要求で、東庁舎のエレベーターの車いす用ミラー設置や障害者駐車場からの動線確保等の改善を求めているが、そもそも事前に当事者の話を聞いていれば生じなかった問題だ。それこそ知事が常々話している「当事者目線の施策」に他ならないのではないか。今からでも当事者目線でできることは、すぐにでも対応するべきだ。
◇障害者雇用制度の整備について：
☆障害者の雇用数を確保するため、障害者枠を設けて採用を続けてはいるが、障害の軽い方の採用が優先されているように感じる。労務管理上の問題もあるとは思うが、手のかかる重度障害者を意図的に避けているようにすら思う。かつて神奈川県は障害者雇用の促進という意味では先進県であったはずだが、ずいぶん看板が色あせてしまったようだ。
☆所属によっては障害のある職員を枠で確保しているが、その多くが非正規採用となっている。経済的にも厳しいし、雇用の安定という観点からも極めて残念に思う。
☆障害者雇用の取組をしっかり進める上でも、多くの職場で障害を持つ職員を積極的に採用していただきたい。
☆私は点字使用の視覚障害者だが、自分自身の経験からも、業務を習熟することができる環境を整備していただければ、専門性の高い職務も担うことができるので、障害者の積極的な活用と雇用拡大に取り組んでいただきたい。
◇その他個別の課題について：
☆今年60歳を迎え、今後は再任用を考えている。昨年11月に書類をもらったのだが、未だに配属先もわからず、給与についても正確な数字を教えていただけてないので不安だ。
☆出先機関の場合、特に中堅層の職員が極端に少ない。若手職員は育児に時間を取られ、中高年層は介護の悩みを抱えている。またメンタル不全になる職員も多い。育児休業、療養休暇、部分休業、時差出勤等の対象となる職員の比率が高くなっているため、結果として一日を通して勤務できる職員が少なくなってきている。
☆ポータルサイトに様々な情報が掲載されているが、そもそも業務が多忙で、情報をじっくり読み込む時間が取れない。

☆再任用職員のうち、出先の課長として勤務する例が年々増えているようだが、これまで苦労したうえ、なおストレスのたまるポストを担わされ個人的には気の毒に思うことがある。ある所属では、課長が全員再任用で、所長や副所長がみんな年下という職場もある。また、そうしたことで若手職員の昇格に支障が生じることのないようにしていただきたい。
投稿
黒岩知事へ
　知事という激務の最中において新型コロナウイルスに罹患され大変に心配いたしましたが、抗原検査を何度かされて医療機関にかかられパキロビットパックという最新のコロナ治療薬の処方を受けて全快したとのこと、大変よかったです。

　しかし、県民は、神奈川県の方針で抗原検査キットと一般医薬品の常備を求められ、基本的には医療機関にはかからないことを推奨され、実際には医療機関にかかることを断られたり予約が取れなかったりするような困難な状況が続いておりますので、知事が味わなかった苦しみや不安を感じることになり大変に困っております。

　知事は抗原検査の結果に不安を感じて何度も抗原検査をされましたが、初めから抗原検査より感度のよいPCR検査を初期に受けていれば迅速な治療につながり必要以上の苦しみや不安を感じることはなかったのではないでしょうか。これは、県民も、同じように感じているのではないでしょうか。

　また、知事は医療機関にかかられたとのことですが、県民も、軽症のうちに医療機関にかかってコロナ治療薬を処方されるようであれば、知事が味わなかった苦しみや不安を感じることはないのではないでしょうか。

　県民はコロナに苦しめられ、「未病」どころか瀕死の状態にある者も少なくはありません。どうか、県民の「いのち」を救うことを第一義にお考えを改められ、知事の行動を見て県民ががっかりしたり不安に思ったり県の方針に疑義を感じたりすることがないようにしていただきたく、「いのち輝く神奈川」の構築にご尽力いただきたいと存じます。
２０２３年３月３１日で、
早期退職を希望している組合員・保険利用の方
５年未満で再任用を終える組合員の方

手続きが必要ですので組合事務所までご連絡を！（TEL 045ｰ201-2961）
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